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研究成果の概要（和文）：いわゆる「共通の」何かによって社会秩序を担保する、という発想の限界を離脱する
ために、中国社会の紛争の場面における解決の作動原理を探求した。その結果、周囲にいる人々の好奇心に基づ
いているように見える、いわゆる「野次馬」的な行動が、重要な役割を果たしていることが明らかとなった。か
つて路上で頻繁に展開されていたその現象は、現在ではインターネット上で観察される。この原理は、人類社
会、一般に見られるものと予想している。

研究成果の概要（英文）：We studied the dynamics of the formation of social order in Chinese society 
in order to overcome the limit of the way of thinking of "communis", namely to have something common
 in order to make order. Whenever anything happens, the scene is soon filled with a crowd of curious
 onlookers in China. We found this phenomenon has strong effect to revive social order. Now we can 
see similar phenomena in internet. We expect this dynamic could be common in all human societies.

研究分野： 社会生態学
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１． 研究開始当初の背景 
	 現代の人文社会諸学が、ヨーロッパを起源
とした認識枠組みの上に成立していること
は言うまでもない。その枠組のなかに「共通
の communis」という概念があることは、広
く見出されるところである。社会秩序が形成
されているときには、何かが「共有」されて
いるのであり、逆に、紛争が発生している場
合には、共通のなにかが欠けているのが原因
だ、という考え方である。 
	 しかし、この考え方は果たして正しいので
あろうか。そもそも、異なった身体を持ち、
まったく異なった経験を経て生きる二人の
人間が何かを「共有」することは、可能なの
だろうか。たとえば両者共に絶対にして唯一
の「神」を信じている、と言ったところで、
その「神」が、同じかどうかを、どうやって
確認する、というのであろうか。 
	 とすれば学問的に厳密に秩序形成につい
て考えるなら、何事も共有されていない、と
いう前提で秩序が形成されうるのか、という
問題を考えなければならない。そこで我々は、
中国社会をその問題を考えるための空間と
して設定した。というのも、中国はヨーロッ
パに匹敵する深く広い文明的文化的伝統を
持ち、人類社会に巨大な影響を持つ社会だか
らである。 
中国社会の秩序形成については、膨大な研
究蓄積があるが、振り返ってみるならば、全
体を統一的に理解する枠組みは提示されて
いない。本研究では、法学・思想・文学・歴
史学・経済学・人類学・社会学などに蓄積さ
れた成果を立体的に組み合わせることで、そ
の原理を、普遍性をもった形で取り出すこと
を目指した。 
 
２．研究の目的 
我々が、特に注目したのは、道端で行われ
るケンカに、多くの野次馬がワララワっと集
まる、あの現象である。これを我々は「ワラ
ワラ現象」と仮に名づけた。中国に関わるも
のは誰もがこの現象に気づいてきたが、この
「場」に作動する論理を真剣に論じた者はい
ない。我々はここに注目することで、中国 
社会の秩序形成の本質を明らかにしうるの
ではないか、と直感した。このような、一見
すると些末な現象に着目することで、「共通
の」なにかに依拠することのない、秩序形成
の原理を見出しうる、と考えたのである。 
 
３．研究の方法 
中国研究に従事する者は誰であれ、常にこ
のような状況を目にしてきた。街角で撮った
写真や、知り合いから聞いた噂話といった、
とりとめもないものの中に、このような現象
の資料が残されていることが多い。	
こういった一見、雑多な調査データを、「ワ

ラワラ現象」という概念によって再検討し、
新しい角度から考え直すとともに、現代中国
社会のマスメディアやインターネットとい

った空間の中に、同様の現象がないかを精査
した。	
また、古典文学・古典哲学を新しい観点で
読み直すことで、中国社会の構成原理を明ら
かにする諸概念と取り出す方向性を導入し
た。	
	
	
４．研究成果	
最初に集中的に調査したのが、香港の「雨
傘革命」と呼ばれる政治運動の中で展開した
語りである。	
次に、中国社会で急速に勢力を拡大しつつ
ある、ニンマ派のチベット仏教をめぐるコミ
ュニケーションに注目した。この点で、川田
進が多年にわたって行った東チベット仏教
についての実地調査が非常に重要であった。
その成果は、『東チベットの宗教空間:	中国
共産党の宗教政策と社会変容』	(現代宗教文
化研究叢書)	北海道大学出版会、2015 年とし
てまとめられている。安冨は、その指導的僧
侶で中国でベストセラーといくつも刊行し
ているケンポ・ソダジの講演会を東京大学で
開催する機会を得て、日本在住の中国人が、
SNS を通じた噂の伝播により、各地から集っ
てくる様子をつぶさに観察した。この観察か
ら、中国共産党政権によって生み出された巨
大な宗教的空白に、東チベット仏教が滔々と
流れ込み、コミュニケーションの巨大な渦を
生み出しつつあることが明らかとなった。	
中国広東省での調査では、都市の再開発の
波に押されつつも、依然として残された街角
のそこここに人々の「おしゃべり」の場が生
き残っており、さらに海外でも、改革開放後
温州人のネットワークが主たる移民を構成
しているイタリア都市部では、同様のダイナ
ミクスが見出された。	
また、中国の明代の演劇と日本の文楽とを
比較し、後者に「ワラワラ現象」が欠落して
いることを発見した。更に、インドとの比較
により、婚姻の際の血縁タブーの違いが、社
会構造に決定的影響を与えていることを見
出した。	
	 研究を開始する時点で安冨は、『論語』を
「フィードバックと学習」という観点から読
み直し、それがサイバネティックな社会秩序
形成の議論として一貫している、と考えてい
た。「仁」という論語の基礎概念は、学習回
路が作動し、他者との関係性のなかから、自
らが成長する、という創造的態度のことであ
る。	
このように考えれば、「仁者」とは、頑なに
閉じた心を持つ者でさえ、対話を通じて心を
開かしめ、学習回路を作動させて「仁」へと
導く者であり、また双方が	仁の状態にある
ときのコミュニケーションのあり方が「礼」
に叶ったものとなる。このような個人の	フ
ィードバックと学習とが関係性を通じて連
鎖することで、社会秩序が形成される、とい
うのが、儒家の教えだ、ということになる。	



	 「ワラワラ現象」が成立して「理」が形成
される背後には、この儒家の伝統が潜んでい
るのではないか、と考えられる。一方で法家
は、個人による秩序形成を信頼せず、社会を
一つのシステムとして捉え、合理的な思考に
よって厳密なフィードバック回路を構築し、
社会	全体に「法」としてインストールする
アプローチだ、と理解することができる。	
一方、中国法を歴史的に研究する高見澤は、
「律」によって厳密に刑罰を記述し、「令」
によって褒章を規定し、双方合わせてフィー
ドバックを掛けるシステムとして、中国の法
体系を理解しており、この「律令」に当ては
まらない領域を権力は放置するのだが、まさ
にその空間が、儒家的な「説理・心服」によ
って秩序化されていく。「ワラワラ現象」は
後者の領域に生じる現象であると共に、前者
の機構にも影響を与えているものと考えら
れた。	
	 この観点からの実地調査により、この予想
が概ね正しいことが確認され、これが現代の
インターネット空間にまで広がっているも
のと考えられる。	
	 そして、安冨は、このような研究の過程
で、『老子』に代表される自然観が、このよ
うな「道」による原理の秩序形成の背後で働
いていることが見出した。「道」という概念
は、「名」と対立するものであり、ものごと
のあり方を表現すると安冨は考え、この観点
から、『論語』などの古典を再解釈する研究
を展開した。	
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